
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  図図 33  カカリリキキュュララムムツツリリーー（（「「水水準準」」はは 3311 ペペーージジのの「「科科目目ナナンンババリリンンググ」」にに対対応応）） 
 

ⅠⅠ--BB  「「88 つつのの資資質質」」とと「「2299 のの能能力力」」  

  

（１）社会的責任と使命 

資質 ［DP1］医療を提供する者としての社会的責任と使命を強く自覚し、常に人々の生命、健康、尊厳

を守る意思を有している。 

能力 １）生命の尊厳を認識し、薬学の専門家として相応しい行動をとる。 

２）広い視野で医療全体を概観し、薬剤師としての倫理観、使命感、責任感を有する。 

３）患者および生活者の身体的、心理的、社会的背景等を思いやる姿勢を示す。 

４）法的責任・規範を遵守し、他者に対して利他的、共感的、誠実に対応する。 

５）薬害、医療事故、副作用等の医薬品等による健康被害への対応を倫理的原則に基づいて評価す

るとともに、予防策・解決策をシミュレートする。 

６）個々の患者および生活者の権利を尊重して利益を守り、人生の質の向上を支援する。 

７）医療・福祉・公衆衛生の発展に貢献する意思を示す。 

 

（２）情報の収集と評価 

資質 ［DP2］薬物治療の実践に必要な科学に裏付けられた情報および患者の身体的、心理的、社会的背

景等の情報を収集し、総合的に評価する技能を有している。 

能力 １）医薬品情報を適切に収集・評価・提供・管理する。 

２）患者情報を適切に収集・評価・提供・管理する。 

 

（３）生涯にわたる自己研鑽、キャリア形成と教育能力 

資質 ［DP3］医療等の進歩を知り、薬剤師に対する社会の要請に応えるため、多様な選択肢の中から自

らの適性に応じた領域を選択し、生涯にわたって自己並びに他者と共に研鑽を続ける意欲

を有している。 

能力 １）自己を分析し、自己の目標を設定する。 

２）自らのキャリアをデザインし、達成に向けて主体的に行動し続ける。 

３）医療人としての社会的責任を果たす上で、卒業後も継続した学習が必須であることを認識し、

自ら主体的に学ぶとともに、他者と共に教えあいながら生涯にわたり自らの能力を高め続ける

姿勢を有する。 

  

（４）多角的な観察と解析 

資質 ［DP4］医療の進歩の一端を担うため、多角的な視点で自然や生命の現象を科学的に観察および解

析する基本的な能力を有している。 

能力 １）自然や生命の現象を科学的に観察し、正確に記録する。 

２）解決すべき課題を見出し、解決に向けて目標を設定する。 

３）関連情報を収集し、妥当性を客観的に評価する。 

４）収集した関連情報に基づいて、観察結果を客観的に解析・考察し、発信する。 

 

（５）科学の知識の活用 

資質 ［DP5］生体の特性および医薬品の性質を理解し、薬物治療を科学的な視点から支える能力を有し

ている。 

能力 １）生体および環境に対する医薬品・化学物質等の影響を科学的視点から解説する。 

２）薬学研究（医療、福祉、公衆衛生における課題の解決を目的とした研究など）の基礎となる方

法論を理解し、実践するための倫理観を有する。 

３）情報・科学技術に関心をもち、課題の解決に活用する姿勢を有する。 

 

（６）薬物療法における実践的能力 

資質 ［DP6］患者の様々な病態における薬物療法を総合的に評価し、医薬品の供給、調剤、服薬指導、

処方設計の提案、安全性や有効性を担保するなどの薬学的管理を実践する能力を有してい

る。 

能力 １）医薬品の供給と管理、服薬指導を含む基本的調剤業務を実践する。 

異異ななるる言言語語をを理理解解
しし、、 ココ ミミ ュュニニケケーー
シショョンン力力のの向向上上をを
図図るる。。

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ基礎、

英語基礎、英語実践、
英 語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ ・
Ⅱ、薬学英語、医療英
会話、日本語基礎、中
国語基礎、韓国語基
礎、海外語学研修

臨臨床床にに出出るる前前にに必必要要なな情情
報報やや知知識識をを整整理理・・確確認認すす
るる。。

薬学演習Ⅰ・Ⅱ

１
～

４
年

５
～

６
年

C
BT

・
O

SC
E

薬
剤
師
国
家
試
験

水
準
１

水
準
２

学士（薬学）

卒業時に修得すべき「8つの資質」

①社会的責任
と使命［DP1］

②情報の収集
と評価［DP2］

③生涯にわた
る自己研鑽と
キャリア形成
［DP3］

④多角的な観
察 と 解 析
［DP4］

⑤科学の知識
の活用［DP5］

⑥薬物療法に
おける実践的
能力［DP6］

⑦コミュニケー
ション［DP7］

⑧地域におけ
る多職種との
連携［DP8］

生生命命のの尊尊ささ儚儚
ささをを知知りり、、ここれれ
をを守守るる努努力力をを
理理解解すするる。。

生命倫理学、心
理学、基礎薬学
生物Ⅰ・Ⅱ、分
子生物学Ⅱ、生
理解剖学Ⅰ

健健康康増増進進にに関関わわ
るる活活動動にに従従事事すす
るるたためめのの心心構構ええ
をを習習得得すするる。。

微生物学、免疫学、
栄養学、生薬学、生
化学、生理解剖学Ⅰ

薬薬物物治治療療のの基基
盤盤ととななるる知知識識
をを習習得得すするる。。

生体情報伝達学、
微生物学、免疫
学、分子生物学
Ⅰ・Ⅱ、生理解剖
学Ⅱ、生薬学

生生体体にに含含ままれれるる物物質質   等等のの情情報報のの収収集集、、
解解析析、、比比較較をを実実践践すす  るる。。

疾患治療学概論、   統計学・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ、
薬学実習Ⅰ・Ⅱ、栄養学、 物理系薬学Ⅲ・Ⅳ、
天然物化学・薬用資源学                 、  情報ﾘﾃﾗｼｰ 

基基礎礎的的なな薬薬学学的的
知知識識をを習習得得すするる。。

薬学化学、薬学物理、
基礎薬学化学、
基礎薬学物理、

基礎薬学生物Ⅰ・Ⅱ、
生命有機化学Ⅰ・Ⅱ、

物理系薬学Ⅰ・Ⅱ、
生理解剖学Ⅰ、
生化学、薬剤学Ⅲ

地地域域ににおおけけるる薬薬学学とと薬薬剤剤師師のの役役割割をを理理解解
しし、、客客観観的的にに観観察察ししてて、、実実践践ににつつななげげるる。。

衛生化学、毒性学、
環境衛生学、公衆衛生学、
漢方処方学、感染症治療学

薬薬物物治治療療にに関関すするる知知識識をを深深めめるる。。

物理系薬学Ⅴ・Ⅵ、薬剤学Ⅳ・Ⅴ、

内分泌・代謝性疾患治療学、悪性腫瘍
治療学・緩和医療、免疫疾患治療学、
循環器疾患治療学、感染症治療学、漢
方処方学

水
準
３

水
準
４

薬薬剤剤師師ととししてて活活動動すするるたためめのの総総ままととめめをを行行うう。。

臨床事後演習、薬学研究Ⅱ・Ⅲ、薬学演習Ⅲ、総合薬学演習

薬薬剤剤師師ととししててのの活活躍躍すするるたためめにに自自身身のの専専門門性性をを高高めめるる。。

研究コース演習、臨床コース演習、薬局経営コース演習、地域連携・学習支援コース演習

臨臨床床にに適適応応すするるたためめにに必必要要なな責責任任感感をを 醸醸成成すするるととととももにに実実践践的的能能力力をを身身ににつつけけるる。。

症候学、臨床医薬品化学Ⅰ・Ⅱ、 臨床薬学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ、臨床事前実習、臨床薬学演習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

広広いい視視野野にに興興味味ををももちち 医医療療従従事事者者ととししてて様様々々なな
分分野野でで活活躍躍すするるたためめのの   基基盤盤をを作作るる。。

経済学概説、数学基礎、 数学、ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎、 
ｽﾎﾟｰﾂ科学実習Ⅰ、法学、 ｼﾞｪﾝﾀﾞｰとﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ、
生命倫理学、心理学、 臨床心理学

臨臨床床ににおおけけるる薬薬剤剤師師のの職職能能をを知知るるととととももににそそのの態態度度をを身身ににつつけけるる。。

臨床薬学Ⅰ、臨床薬学演習Ⅰ

薬薬物物治治療療にに関関すするる知知識識をを習習得得をを
ははじじめめるる。。

薬理学Ⅰ・Ⅱ、薬剤学Ⅰ・Ⅱ、消化器・
血液疾患治療学、精神神経疾患治療学、
腎・生殖器疾患治療学

薬薬学学研研究究をを開開始始ししてて薬薬学学のの発発展展にに寄寄与与すするる。。

薬学研究Ⅰ

臨臨床床をを体体験験すするるここととでで薬薬剤剤師師のの責責務務をを自自覚覚すするる。。

薬学臨床実習

ププロロフフェェッッシショョナナルルなな人人材材ににななるるたためめのの土土台台をを確確実実ににすするる。。

研究コース演習、臨床コース演習、薬局経営コース演習、地域連携・学習支援コース演習

薬薬学学のの学学習習をを開開始始すするる。。

初年次ゼミ、早期体験学習、薬学基礎演習Ⅰ・Ⅱ
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